
令和5年度 長崎県立上対馬高等学校「ふるさと教育」体系図

テーマ

外部連携機関
（行政機関・事業所）

地元上対馬（対馬）が抱える課題を探り、解決に向けて研究を重ねることにより地域に貢献する心情を育む。また、研究を重ねる過程で地域の活性化に
取り組む様々な立場の人々と協働することにより、生徒の人間的成長と愛郷心を育む。

長崎県立上対馬高等学校
（普通科１・２・３年、生徒数８１名）
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地域社会（保護者を含む住民、産業、文化、歴史等）

総合的な探究の時間検討委員会
〔委員長〕校長、〔副委員長〕教頭

教務主任、生徒指導主事、進路指導主事、教務係
学年主任（１年・２年・３年）
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２０３５年も魅力ある対馬であるために「探究」を通して学び続ける

目
標

育成したい
資質・能力

社会的な視野を広げ将来
地元を活性化させる志
（リーダーシップ）

課題を見つけ、解決に向けて仲間
と協力して行動する力

地元の伝統文化を継
承していく愛郷心

思考力、判断力、表現力、
コミュニケーション能力

外部連携機関
（教育機関・専門機関）
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○「島の宝プロジェクト（しまぷろ）」（２年）

○「島の宝プロジェクト（しまぷろ）」成果発表会（２年）

○上対馬高校舟グロー（和船競漕）大会（全学年）

○島内インターンシップ（１年）

○ボランティア活動（全学年） ※詳細は実施計画書参照
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（１）将来ふるさとの発展に貢献したいという意識が高まった生徒の割合 １００％
（２）仲間と協力して主体的に行動する力がついた生徒の割合 ８０％
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＜主な取組＞

学校番号
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